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犬及び猫における Coccidi um症に関する実験的研究

( 1) [sosρora felisの Oocystの形態， Sporogony

及び悶虫の猫への戚染試l

一口問 村 保

大阪府立大学農学部獣医学科 （指導 一色於菟四郎教授）

（昭和 31年 6月28日受領）

緒 －＝＝ー百

猫の coccidi aは Finck(1854），犬のそれは Virchow

(1860）により発見された。後Wenyon(1923）は Fin-

ck, Virchow以来の知見を再検討し， 犬 ・猫両系の

cocci di aにつき実験的研究を行った結果，oocyst（以下

0と略記〉の大きさに著差（大小不同〉あるを認め，こ

れら食肉動物に寄生する Isosporaは従来考えられてい

たように よbigemzna1種のみではないととを明らかに

し，次のように牙類した。

(1) 小型種 ： Finck (1854), Virchow (1860), 

Leuckart (1860, 1863, 1,866, 18'79 ), Rivolta (187 4, 

'77, '77a, 178), Railliet and Leucet (1888, 1890, 

1891), Stiles (1891, '92) 

(2) 中型種 ：Grassi(1879, 1882, 1883), Wasi-

elewski (1904), Hall and Wigdor (Hl18), Reiche-

now (1921), NOller (1921) 

(3) 大型種 ：Wasielewski(1904), Swelengrebel 

(1914), Wenyon and 01Conner (1917), Hall (1917), 

Hall and Wigdor (1918), Dobell (1919), Noller 

(1921), Marotel (1922) 

即ち Wenyon(1923, 1925, 1926 a, 1926 b）の研究

により従来の よbigemina(Coccidium b., D伊losρorab.)

は叙上8種の混合したものであるととが判明し，犬・猫両

系の小型種に夫々 よbigeminaStiles, 1891，同中型種に

I. rivolta Grassi, 1879，同大型種に I.felis Wenyon, 

1923なる種名が与えられた。次いて Andrews(1926) 

は I.felis （猫系〉を用い猫への感染試験を行い，その
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症状経過等について観察した結果，本虫の prepatent

periodは5～6日，patentperiodは30日内外であり ，

感染後2～4日の潜伏期間にて本症特有のー症状である

下痢を示し，その持続期間は概ね 1週間以内であると述

べた。さらに氏（1927)は猫系 I.felis，工γivoltαの

成熟0を健康仔犬に試食感染させた。なお感染仔犬のう

ち自然治癒したものは犬系の Isosporaに再感染しない

ところから，猫系 I.felis, I. rivoltaと犬系の両種は全

く同一種てあると看倣した。またLee(1934）は両動物

に寄生する coccidiaの交叉感染試験を行い，犬が猫系

工felisに，また猫が犬系の I.bigeminaに感染すると

とを認め，との点に関し Andrewsと略同様の見解であ

るととを報告した。

従来，内外を問わず犬及び猫における各種 Isospora

の宿主体外発育環（sporogony），同体内発育環（schi-

zogony, gametogony）並びに感染の経過症状等につい

て詳細な観察を行った成績がない。そうしてその牙類は

主としてOの形態及び不完全な交叉感染試験の成績に基

づいて行われ，叙上8種の cocddiaは犬にもまた猫に

も感染し得るものと考えられているようである。

最近，筆者は犬 ・猫より各種の Isosporaを見出し，

それらを純粋に分離する機会に恵まれた。よって叙上の

ような意味方、ら，乙れらの真相を究明すべく系統的に各

種の実験的研究を行った。即ち先ず I.felis （猫系〉を

用い猫への感染試験を行ったところ，その所見は And-

rewsの成績と一致する点もあるが，分類上重視すべき

prepatent periodに明らかな差異が認められ，またその

成熟Oを健康仔犬に試食させた結果，犬に感染しないと

とを確認することができた。故に筆者は Andrewsの感

染試験についての記載並びに欧米の研究者等が犬から見

出したいわゆる大型種（猫に感染しないととを確認し

た〉，また猫から見出した大型種を共に l.felisと認める

一元説に対しては根本的に疑問を抱くものである。
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びに短径の7度数牙布曲線は第1図の通りである。 即］；，

200コのO中， 小型種て、は長径251iのもの 102コ，短径

は21μ のもの94コを占め，一方大型種て、は長径43μのも

の97コ，短径は33μのもの 106コあり ，夫々との程度の

ものが最も多い。

とれら両種のOは共に一極が僅かに尖り ，他極は心持

ち丸味を帯びて卵円形を示し，共に micropyleは認め

られない。被膜はどとても一様で小型種は約 1.0μ，大

型種は約 1.仰 を算し，被膜及び cytoplasmは淡黄緑

色を呈する。色調は大型種の方が小型種よりもや〉濃厚

である。次に0の大きさの度数分布曲線を見るに小型種

の長径並びに短径は互に交叉しているが，大型種ては全

く牙離している〈第1図〉。即ち前者の formindexは

0.74～0.91 c平均0.84），後者のそれは0.70～0.85c平均t

0.76）なる値を示し，厳密にいえば小型種のOの形は大

型種に比してや〉円形に近い。

以上の所見から筆者が猫に見出した 2種の coccidi a. 

中，小型種は Wenyonのいうよ rivolta（中型種〉に会

また大型種は よfelis（大型種〉に相当する。

昭和 32年 3 月（1957）〕

一方， 人類の coccidi um症は病原虫の宿主特異関係

から動物実験により ，との事項を解明できない関係上，

宿主俸内における発育環についての知見が全く欠けてい

る。故に筆者は犬 ・猫の coccidium症に関する研究は

単に両動物における本症の防還というととばかりではな

く，熱帯あるいは亜熱帯地方に発生あり ，該地方におけ

る一重要原虫性疾患である人 coccidium症との比較研

究という志味からも甚だ重要であると信じている。

Oocystの形態

大阪府内の飼猫（ 6カ月未満の仔猫〉 200頭を対象と

して coccidiaoocyst 保有状況を調査した結果，陽性

頭数は 27頭、（13.5%）にて， 権患動物より大小 2種の

Isosporaを認め且つ各種を純粋に分離し得た（附図 1）。

即ちその感染状況，大型種単感染は19頭 c9.5%），小型

種単感染は 3頭 c1.5%），大小両種による混合感染は 5

頭 c2.5%）て、あった。各種0 c 200個宛〉の計測成績

は第1表の通りである。表示のように小型．種の大きさは

長径20～27μ c平均 24.40μ），，短径18～23μ c平均 20.47

μ〕を数え，大型種は長径38～49μ c平均 43.48μ），短

径28～37μ c平均 32.93μ）を算する。 次にOの長径並

猫 Isosporaの Oocyst,Sporocyst, Sporozoiteの大きさ第 1表
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Sporogonyの時間的観察

(1) 観察方法

大型種につき次のような方法により sporogonyの時

間的観察を行った。先ず自然感染猫の排出直後の糞便〈多

数のOを含む〉を採集し，とれに約5倍量の水を加えて

泥水状となし，細目の金網にて漉過した。鴻液を沈澱管

に入れ遠心牙離（1分間1,000～1,500回転，8牙Jの後，

沈f査に飽和食塩水を加えて良く撹梓し，再び遠心器にか

けてOだけを浮訴させた。これを裁物硝子に附着させて

沈澱管にとり水洗後，最後の沈涯を硝子皿に移し 1%の

クロム酸液を加えて培養（28℃〉した。

次に sporogonyの全過程（附図II）は， ζ れを cyto-

plasm充満期 (1～2），同長径縮小期（ 3～4), 同
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問

第 2図 I. felisにおける Sporogonyの時間的観察成績

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

Cytoplasm充満期

期

期

J
Hサ

バ
リ

縮

縮
径

径

長

短
，EE
・E

・－，．，E

・E

・、

円

U
1
0
1
8
5欝
今
日$

Cytoplasm 分裂期

(fJ 

'8 （前
炉t I 。l
σ l 
Ill 『

~ u支
道

M
M
H
 

』
E
J
J

j切

Sporocyst形成期

Sporozoite 反ぴ

残体 形 成 期

短径縮小期（ 5～7)，両分裂期（ 8～11),sporoblast 

前期（12～13），間後期（14～15), sporocyst形成期

(16～17), sporozoite及び残体形成期 (18～20）の 8

期に好けた。そうして叙上の培養液を 1時間毎に取り出

して臨時標本を作り，毎回 200コの0につきその各が如

何なる発育階梯にあるかを観察した。なお上述のO牙離

操作は可及的迅速（20牙以内〉に行った。

(2) 観察成績

第 2図は観察成績（ 5回〉の平均値なグラフで示した

ものである。宿主体外に排池されたO (cytoplasm充満

期約18%，同長径縮小期約65%，同短径縮小期約17%)

は時聞が経過するにつれてグラフの線のように漸次発育

する。即ち培養後1時間目には cytoplasm 短径縮小期

のものが著しく増加し約70%に達した〈同牙裂期のもの

5%内外あり〉。 ζ れらの0は cytoplasm 分裂期を径

て除々に sporobJ.ast期に移行するため培養後 211寺間自

になると約16%は sporoblast前期を示し，さらに 3時

間目には間後期のものが 6%内外に認められた。この間

に cytoplasm短径縮小期のものは減少して50%内外と

なり ， sporoblast前期のものは約30%に増加した。 以

後時聞が経過するにつれて漸次発育し，培茶後5時間円

に至ると t:ytoplasm好裂期までの未成熟Oは変性〈ク

ロム酸にて着色，死滅〉したものを除いて，その凡ての

ものが sporoblast期に移行する。従って sporoblast

前期の発育階梯を示すOは約50%を数え，同後期のもの

も35%内外に達した。なお叙上の変性Oは第2図の点線

て示したように各発育期を通じ 2～3%に認められた。

次に培養後 7時間自には sporoblast後期のOが約60%

に達した（sporocyst形成期のもの 2%内外あり）。 さ

らに 8 時間日には sporoblast 前期のOが約 8%に減~＇

これに反し間後期のものが約70%に哨加した（sporozo・

ite及ひ．残体形成期のもの 3%内外あり）。叙上のいわゆ

る成熟0はll寺聞の経過と共に漸次増加して10時間円に

は約30%,12時間口には約60%，さらに14時間目には約

90%に注した。なお成熟Oの内部に形成された sporo・

cyst並びに sporozoiteの計測成績は第1去の通りであ

る。表示のように sporocystは長径21～25μ く平均23.5

μ），短径 18～22μ （平均 19.8μ) , sporozoiteは長径 14

～19μ （平均 16.5μ），短径5.0～6.0μ （平均 5.5μ）を

数え，さらに残体の大きさは平均17×15μ を算する。

( 14 ) 
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感染試験

(A) 材料及び方法

感染試験に用いた成熟Oは長初自然感染動物（大型種

単感染〉より純粋に牙離し， 次の要領て sporulation

を完了させた。即：；純粋継代猫より採集した糞便（多数

のOを合む）をメスシリングー（ 500～1, 000 cc）に入

れ，反復水洗沈澱を行い最後の沈消を細同の金網または

ガーゼて、漉過した。漉液は沈i殿管に受け遠心牙離 (1好

関1,000～1,500回転， 8牙〉の後，沈託に飽和食塩水

を加えてよく :JJl伴し，再び述心器にかけてOだけを浮瀞

させた。とれな哉物硝子に附xi：させて沈澱管にとり反復

水洗の後，最後の沈？をを硝子皿に移し， 1%のクロム酸

液を加えて 2～ 3日間培養（28°0）した。猫に投与する

際には水て十分にクロム酸液を洗い落し，その一定数を

スポイドを同いて口腔内の奥深くに注入した。 0の保存

にあたっては sporulation を完了したものを良く水洗

して試験管に入れ，水深が 1cm内外に述するまで生理的

食温水を加え，約栓を施して氷室内 (10℃内外〉に保存

し，時々水の交換を行った。 0はかようにして 1カ年以

上も保存てきたが，保存期間が長びくにつれて僅かづっ

死滅せるものが生じた。よって木試験には採集後10円以

内の最もf百カ旺盛な成熟Oを問いた。

感染経過の観察には史；便中に排刑されるOが極めて重

要え要索となるので， その検出には細心の注芯；を払っ

た。 O数の算定には Stoll氏法の変法を用い， さら

に浮説法〈飽和食塩水〉を併用した。繋便中の O数が

多い場合には，その 1gを45ccの苛性ソーダ液 (1/10N) 

て稀釈し，その 0.05ccを放牧耐子上にとり，護制子（24

×24mm）をかけ全面の0数を鏡下（ 100×，可動装置使

用〉に；n~ した。この実測航さとm便 1 g中のO数に換算

し， O.P.G. とした。 しかし感染初期（prepatent

periodの判定〉及び末期（patentperiodの判定〉の

ように， 0数の極めて少ない場合はO.P.G.の算定が

困難てあるため，浮説j去によって計算した。即ち糞便 l

gを時計皿にとり少塁の飽和食塩水を加えて良く磨砕し

た後，細日の金網を通して試験管 (15cc）に移し，飽和

食臨水立・補って約15分間於民後，表面に浮排したOを載

物硝子に附ifさせ，蓋硝子（24ゾ 24mm）をかけて全面の

Oを鏡下に計算した。との操作をOの検出不能に至るま

で繰返し，その総和をもって可検糞便 1g中のO数とし

た〈器具類は使用後煮沸殺菌した〉。

試験動物としては幼若且つ coccidia非感染のものを：

選んだ。実験に際しては健康な親猫を入手し，動物室て

15 

分娩させ，疫的管理下に飼育した仔猫を使用するのが最

も理想的であろうが，実際問題としてとれは極めて困難

であるから，筆者は先ず，生後約 1.5～ 3.0カ月（体重

0.3～ 0.8kg）の仔猫を入手して疫的管理下に飼育し，寄

生院虫類を駆虫すると共に 1週間の連続的検便を行い，

Oが完全に陰性なものを非感染動物。と認めて試験の目的

を達成し得た（との際疑わしいものは除外した〉。

試験猫の飼育には殻類（米 ・麦〉を弼状にたき，とれ

に生魚のあら（頭 ・内臓〉，牛乳等を適宜に混じたものを

朝夕2固に牙与した。とのような飼料にて仔猶は略良好

なる発育状況を示し，飼育期間中体重の増加も認められ

た。飼付にはアルマイト製の皿（10×5cm）を用い，飼

育箱（75×75×90cm）は木製とし，消毒の便を考慮して

容易に好解且つ組立ができるようにした。箱の前面は金

網〈目盛2mm四方〉張りとし，箱の高さ約12cmの所に金

網（日盛 1.5cm）張りの木製枠（取りはずし自由〉を隔

壁として装置し，上下2房に区切った。なお叙上の隔壁

には小孔を設けて仔猫が自由に両房を往来てきるように

し，一方箱の上面には木製の蓋をつけ飼付を容易ならし

めた。箱の下面は開放し，直接コンクリートの床上（傾斜

面〉に置いて糞便の採取，消毒：及び掃除し易いようにし

た。創付用具は煮習｜；消毒し飼育箱は 3%熱クレゾーノレ液

にて消毒の上，十分に日光消毒し床は同液にて前掃した。

試験猫は飼育箱内て常に上房におり，用便に際しての

み隔壁の小孔を通って下房に赴き床上に排便した。従っ

て飼育箱及び金網床が糞便にて汚染するようなことはな

かった。次に猫の排便を認め次第，飼育箱を消毒した床

上に移し糞便を採取した。汚染した床は十分消毒の上，

水道水て反復活掃して猫体が糞便て汚染し，あるいは再

感染することを防禦した。

(B) 感染試験成績

感染試験の成前は第2表の通りである。茨示のように

16頭の試験猫を投与O数または対照の別に従い4群に牙

げた。即：；第l群の 4頭には各一万コ，白rs2群の4頭に

は十万コ，さらに第8群の 5頭には百万コの成熟0を試

食せしめ，t1}4群の 3顕！っ：0を投与せず対日自動物とした

〈猫65・66・67・68・69号の 5頭，62・63・64号の 8頭

並びに56・58号の 2頭は各同腹である〉。

(1) 潜伏期間

潜伏期間の判定は本虫の感染に因ると考えられる下痢

症状に基づいた。との下痢症状はいずれの例においても

新生Oの排出に先立って開始された。即ち第1群の 4頭

中2頭は感染後 7日n，他の 2頭は 5～6日自に，第2

( 15 ) 
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第 2表

備考転帰体重
(kg) 月齢実験
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相互間に顕著な差異が認められなかった。 臨床症状の詳

細は後述する予定であるが，いずれも本症特有の症状を

示し，中には瀕死の重症感染例も認められた。しかし結

局，岡群共 Isosporaの感染がいわゆる self-limite4

であり ，感染の経過日数と共に症状は漸次に消失し，糞

便中のOも陰転した。しかるに第3群のものは凡て重篤

な症状を示し，猫56号は prepatentperiodの未期に，

その他のものは殆んど0の排出直後に舞死した。 故に
patent periodの全貌を見極め得なかったが，以上の事

実から感染濃度が低い場合には非致死的感染となり ，高

い場合には致死的感染となる傾向がうかがわれた。なお

〈 〉内の日数は第8群の試験猫が舞死するに至るまで

のO排池田数である。

( 4) patent periodにおける oocystの排出状況

感染各群の試験猫についてはO. P. G.の算定を行

い，patentperiodにおけるOの排池状況（O.P.G.

の消長〉を調べた。 以下その成績について述べる。

i) 第1群のO. P. G. 

本群4頭の成績は第8図の通りである。 即ち猫34号の

patent period 1日目における 0. P. G. の値は極め

て少なく僅か8コに過ぎなかった。しかるに 2日自には

（）＝舞死迄のO排世日数，・O＝死生，口＠圃＝同腹を示す．

群の4頭は凡て5日自に，また第3群のものは 4～ 5日

自に夫々開始された。従って潜伏期間は第2表に示した

ように8～ 6日であった。

(2) prepatent period 

prepatent periodの判定には浮説法〈飽和食塩水〉

を行って新生Oを証明した。表示のように本虫の pre-

patent period （動物に coccidiaの成熟Oを試食感染せ

しめて後，その糞便に最初の新生Oが排出されるまでの

期間〕 は普通8日て稀に 7日（猫40号〉のものが認めら

れた。

(3) patent period 

感染試験は夏季（表のO排池期聞が示すように）に実

施し，patentperiod の判定は叙上のようにして行っ

た。試験動物は同腹の仔猫（摘要の記号通り〉を用い，

O投与数の多寡によ る感染経過の比較観察をも行った。

即：；猫34号ては 6月 6日の糞便に最初の新生Oが証明さ

れ，後23日まで休止するととなく排出が継続された。従

って本例の patentperiod （糞便中に最初の新生Oが排

泊されて後，それが陰転するまでの期間〉は18日間てあ

り，0の排f世日教も同様に18日である。かくして第1群

の patentperiodは16～20日， 第 2群は18～20日間て、

①＝多分 8日，O=oocyst, 

( 16 ) 
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著しく増加して 47,800コに述し ，しかもpatentperiod 

を通じての絞高値を示した。次いで翌 8日目の0.P.G.

は 35.000コ，さらに4日日に至れば 24,200コと漸減

の傾向を示し， 5口円には 1,510コに減少した。その

後10日日までのO.P.G. は日々 100コ内外て，1111「！

？ζ至ると僅か15コを算するのみとなったO ととろが1211

日から再び若干宛増加の傾向が見え13日目のO.P.G.

は2,431コを数えた。しかしながら14日日以後は口数の

経過と共に漸減し，18日円の6コを最後として遂に陰転

した。次に残り 3頭のO. P. G.曲線は図示の通りて

各若干のずれはあるにせよ，猫34号と略同様の傾向が認

められた。 即！：＞ patent periodの1日目におけるo.
J>. G.は僅か数コ乃至十数コであったが，以後徐々に

あるいは急激に増加し， 猫52 ~｝ては 5 日目 ， 55 8・は 3 口

’日，66号は 4日自に犬々 59,000' 68,000 ' 72,000 

コを数え，patentperiodを通じての最高数に述した。

そうしてその後の0. P. G.は日を追って漸減の傾向

を示し，間もなく日々数十乃至数百コを数えるのみとな

った。

ii)第2群のO.P. G. 

木群4頭の成績は第4図の通りである。 即！：＞猫51号の

patent period 1日日における O. P. G.のイrn:は僅か

75コに過ぎなかったが， 2 A口21,400コ， 8口円

125,000コと漸増して 4円日には498,000コの多きに述

し，期間中の忌高値を示した。しかるに 5日目のO.P.

G.は259,000コ，さらに 6日日に至れば181,000コと

漸減の傾向を示し， 11日自には 2,200コにまで減少し

た。 次に翌12日目のO.P. G.は 15,200コを数え，

前日 より若干の増加が認められた。しかしながら13円H

17 

第 4図第2群の 0.P. G. 
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以後は 口を経ると共に漸減し，20円Hの33コをもって遂

に陰転した。残り 8顕のO.P. G.山線は図示の通り

て相互に京干のずれはあるが，猫51号と略同慌の傾向が

認められた。 即！：＞ patent periodのlFl flにおける 0.

P. G.の値はいずれも極めて少なく数十乃至数百コに

過ぎなかったものが，以後徐々にあるいは急激に増加し

J菌28号ては 4円日，400・は3日円，63号は 5日日にjミメご

508,LOO , 378,000 , 542,000コを数え，期間中の長日

数に達した。しかしその後の0.P. G.は円を経ると

共に漸減の傾向を示し，間もなく日々数百乃至数千コを

数えるのみとなった。従って 2日目から 7日日までの間

に極めて多数のOが排？世せられるものと考えられる。

iii) 第3群の O. P. G. 

木群4 頭の成績は~1 5 図の通りである。即ち猫68号の

patent period 1 n nにおける O.P.G.のfu'.iは比較的

少なく 2,100コであった。しかるに 2日Fl735,400コ3

円n1, 989,200コと漸次晴加の傾向を示し，4R fclには

2,594,000コを数えるに至った。次いで翌 6日目の0.

P. G. は 2, 467,500 コをj~ し， 前日より若下減少した

が，6日日に至れば再び附加して2,885,000コの多きに

述した。次に残り 3頭のO. P. G.曲線は図示の通り

て各若干のずれはあるにせよ，叙上の猫68号とm帯同様

の増加傾向を示した。 即：； patent periodの1日目に

は数千乃至数万コであったO. P. G.が，口を経ると

共に増加し 5日円に至ると，猫63号は1,836,000, 67号

ま2,713,500'69号は2,116,800コに達し，62号及び

67号は 5日目，68号は 7日n)69号はlO日目に夫々舞死

した。 よってその後の0. P. G.は算定し得なかっ

た。

(5) 臨床症状

( 17 ) 



し，正常便を 8回排出した。それ以後4日聞に亘って午

後の体温は上昇の傾向を示し， 39 .190～39.3℃となっ

た。しかるに糞便は 5日自になっても異常なく ，6日自

に至って・軟便及び泥状便を排出し，且つ軽度の食慾減退

を示した。翌7日目は前日に引続き食慾不振で，水様粘

液便，軟便各1回と泥状便2回を排出し， 8日目の下痢

便に最初の新生Oを少数見出した。その後数日間，糞便

中のO数は移しく，水慌粘液便，泥状便及び軟便を 1日

3' 4巨lずつ出し，叙上の症状以外に可視粘膜の貧血，

消化不良，元気沈衰，衰弱をも認めた。が， との聞に

発熱はなく（体温は12日目に37.2℃を示した〉，症状の

悪化に伴い体重は著しく減少した。しかしながら14目自

の39.4℃をもって発熱は終り， 15日目以後に至ると糞便

中に排出される0数の減少と共に下痢症状は次第に消失

し，上記諸症状の回腹と相侠って体重も漸増の傾向を示

した。

ii) 第2群の臨床症状

猫51号の所見は図示の通りて，投与後4日目まで特記

する程の症状はなかったが， 5日目に至って 39.1℃～

39.6℃に発熱し，元気沈衰，食慾減退があり軟便を排出し

た。翌6日目は泥状及び軟便を 5固に亘って出し，前日

に引続き食慾不振，元気沈衰を示し，午後の体温は39.1

℃に上昇した。しかるに 7～8日目は体温に異常なく水

様粘液便（少量の血液を混Uた〉乃至泥状使を 5回ずつ

排出し，8日目の下痢便中に辰初の新生Oが見出されて

叙上の諸症状は一層悪化した。その後数日間は糞便中の

0数が移しく，水様粘液便及び泥状便を 1日5～8固に

亘って排出し，賛血，消化不良，食慾

減退，欠乏，元気沈衰，痩削，衰弱等

の諸症状も第1群のものに比し一層重

〔寄生虫学雑誌、・第 6巻・第 1号

第 3群の 0.P. G. 
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臨床症状は成熟Oの感染濃度により多少の差異が見ら

れた。即ち第6図は各群（感染〉より 1頭宛計8頭を選

び各の臨床所見を~式的に現したものであって，同群の

試験猫の症状は相互に極めて類似していた。以下順を追

いその成績を述べる。

i) 第1群の臨床症状

猫34号の所見は図の通りて，投与後8日間は少しも異

常を示さなかったが， 4日目に至り突然39.7°0に発熱

9 3 4 5 6 ワ 8

Palent period.一一一一－，.

。

篤となった。との間，体温は数回に旦

って上昇し39.0℃以上に達したが， 20

日目の39.5℃をもって発熱は終り， 22

日目以後になると 0数の減少に伴って

糞便の性状も徐々に良くなり，元気，

食慾が回復するにつれて体重は漸増の・

傾向を示した。

血液像 ：第2群の猫28,40及び51号匂

につき感染後 2日おきに血像の検査を

行った。叙上8頭の成績（平均値〉は

第 3表に示した通りである。即：；赤血

球数は感染後9日自に 551万，次いで、

15日目には 434万〈感染時 647万〉と

実験的猫 Coccidi um症 （I.felis）の臨床所見第 6図
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第 3表実 験的 猫 Coccidi um症 (I.felis）の血像

感染後赤血血色白血好酸球好塩
の経過球数素歪球数 基球 粁：伏
日数

百万% 千%実数%核

質
胞

形
細

球単
%一

一
計

球
一。、一ノ－Y

一

n
y

一

大小
% 実数 Jb N 

1 647 53.0 15.1 3.5 529 0.7 10.0 19.0 23.8 7.5 2.0 62.3 9,407 3.0 28.7 31.7 4,787 1.8一一
3 640 52. 5 19. 5 5. 5 1, 073 0. 9 8. 5 17. 0 18 .1 5. 8 1. 8 51. 2 9' 984 3 .1 37. 6 40. 7 7' 937 1. 7一一
6 589 49.0 22.7 7.0 1,589 0.2 6.0 15.8 17.3 5.8 1.0 45.9 10.419 3.5 41.3 44.8 10,170 2.1一一一
9 551 47.5 32.8 7.6 2,497 0.2 5.6 14.115.9 4.8 2.142.513,940 6.0 41.7 47.7 15,646 1.7 0.3 

官。ロ 12 4 72 42. 0 54. 2 7. 5 4' 065 - 2. 5 7. 5 9. 7 2. 6 0. 8 23 .1 12' 502 8 . 2 59. 0 67. 2 36' 422 1. 9 0. 3 

15 434 40. 5 38 .4 8 .1 3' 110 0 .1 5. 2 9. 3 8. 4 2. 0 1. 1 26. 0 9' 984 7. 1 56. 5 63. 6 24 '422 2. 2一一一

官邑
18 480 43.0 33.4 8. 7 2,906 0.4 8.0 14.3 12.5 3.0 1.4 39.2 13,093 4.2 45.0 49.2 16,432 2.4 0.1 

21 517 44. 0 22. 5 7. 4 1, 665 0. 2 11. 0 17. 0 14. 3 4. 0 1. 9 48. 2 10 '845 3. 8 37 .4 41. 2 9. 270 2. 9 0 .1 

24 545 45. 5 18. 7 6. 0 1, 122 0 .1 13 .1 20. 0 17. 5 4. 7 2. 2 57. 5 10' 753 2. 7 32 .1 34. 8 6' 508 1. 6一一
27 577 48.0 16.5 4.8 692 0 .1 11. 6 19. 3 21. 0 6 .4 1. 7 60. 0 9' 900 I. 8 31. 2 33. 0 5 '445 2. 1一一一

漸減し，血色素量も赤血球数と同傾向を示したが，白血

球数は日を経ると共に増加し， 9日自には 32,800とな

り，12日目には 54,200（感染時 15,100）を数えるに至

った。との聞における好中球の実数は9,407～ 13,940

て，特に著しい増減を認めなかった。しかるにリンパ球

及び好酸球は表示のような増加傾向を示し，12日自に至

って前者は 36,422 〈感染時ム787），後者はム065 c感
決時 529）を数え，さらにし 12,18, 21日目の4皮に亘

って極く少数ながら形質細胞の出現が認められた，が，

叙上の赤血球数減少並びに白血球，就中リンパ球及び好

酸球の増多は一時的で、あり，糞便中に排出される 0数の

減少するにつれて漸次回復に向い，27日日 には殆んど正

常の像となった。

iii) 第3群の臨床症状

猫68号の所見は図の通りて，投与後4日聞は何ら異常

がなかったが，5日円 に至り一過性の軽い体温上昇，元

気沈衰， 食慾減退を示し， 泥状便並びに軟便を排泊し

た。以後症状は日々悪化む皮を加え，7日目には水様粘

液便〈少量の血液を混じた〉及び泥状便を 8固に亘って

排池し， 8日日の下痢便中に最初の新生Oが見出され，

叙上の症状以外に可視粘膜の会血， 消化不良， 食慾欠

乏，痩削，衰弱等の随伴を認めた。次いで9日日以後に

なると糞便中の0数が移しく水除粘液便乃至泥状便を 5

～8回出し， その症状は第1, 2群のものに比べ一回重

篤となり ，体重も著しく減少した。しかるにこの間，発

熱はなく症状の；悪化に伴い却って体温下降の傾向を示

し， 14日自には下痢便による軍事部の汚染及び後肢の振顔

が認められ，歩様は鎗限として遂に倒れ，15日日に雛死

した。

同定論

cocci di aの分類には oocystの形態が極めて屯要であ

ると従来考えられていた。即:s緒三にも述べたように，

Wenyon (1923, 1925, 1926, 1926a）はOの大きさに

基づいて犬 ・猫両動物に寄生する Isosporaを大 ・中・

小の 8種に分け，さらに氏が発見した猫系の大型種につ

いては，生活環その他の検索を行って， Swellengrebel

(1914), Mar叫 el0922）ち；が報告した I.bigeminaま，

た I.catiと同一種であることを確認し，木虫に新らしく

よfelisWenyon, 1923なる学名を与えた。ところが犬

系の大型種については，詳細な原虫学的検索並びに交叉

感染試験を行わず，単に0の形態が猫系のそれと酷似し

ているととろから，双方を同種と若イ故し，Hall(1917), 

Hall and Wigdor (1918), Sheather (1923）及びWen-

yon and Sheather (19 25）下が犬から見出した大型種を

も I.felisと同定したO

筆者はこれら両系の大型種を用い Wenyon(1923), 

Andrews (1926, 1927), Lee (1932）等が行った発育環

と感染試験に関する実験を追試した結果，猫系の大地種

は犬に，また犬系の大型種は猫に感染しない事実，及び

両系には分類上屯要な諸点に差異があること等を確認す

るととができた〈その成績は追って記i践する〉 ω 故に猫

系の大型種は I.felisと同定することができ，犬系のそ

れは全く別な独立種て、あって別名を提llr¥するのが渓当て

あると信りている〈との命名は続報においてする〉。

以下筆者が大阪府内の猫から見出した大型種について

の観察成績を従来の記E肢と比較考察して見たいと思う。

( 21 ) 
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第 4表従来の報告に見られる I.felis （猫系）の Oocyst,Sporocystの大きさ（μ）

Oocyst Sporocyst 

報告者 L. w. L. 1司T.

Max. Min. Av. Max. Min. Av. Max. Min. Av Max. Min. Av. 

Swellengrebel (1914) 47 3£ 37 

Marotel (1922) 48 45 36 

Wenyon (1923) 48 39 45 3':' 

Wetzel (1925) 48 43 45 36 

Nieschulz (1925) 44 39 42.4 36 

L. 長径 w.短径 Max. 最大

(1) oocystの形態

oocystは一極が僅かに尖り， 他極は心持ち丸味を帯

び卵円形を呈する。 micropyleは認められない。被膜は

厚さがどこでも平等で約 1.4µ を J~ し ， cytoplasm と

[1i}様淡民対色を，肝ひ’ている。 oocystの大きさは長径38

～Mlμ （平均 43,48μ），包H正28～37μ （平均 32.93μ）を

数え， fromindexの他は0.70～0.85（平均0.76）てあ

るz oocystの大きさの＇rl!測佑はお1}41＜に示した従来報

告されている 1.felis （猫系〉のそれと陥一致し，from

indexも Wetzel(1925）の0.75主た Nieschulz(1925) 

の 0.＇｛＼） と近似値である。

(2) sporogonyの矧祭成制

sporulation timeは 28cて

Wetzel (1925）はζ れを48～6011与問と述べているが，室

?Jniに以置した〉めであろう。従来，一定11，~皮にて sporo・

gonyのn年間的観察を行った報竹がないので，乙の点主二

十分比較検討し得ないが，cytoplasmの牙裂によって

新生された 2個の sporoblast，また sporocystは ooc-

ystの長1¥idJに沿い上下に並んてιの字型を呈する（附

凶 11.12～20）。次に sporocystの大きさは長径21～

25μ （平均23.5μ），短径18～22μ （平均19.8 μ), sporo・

zoiteは長径14～t9μ （平均 16.5tt), i1i径 5.0～ 6.0μ

（平均 5.5μ）なる偵を示し， Wenyonの sporogony

についての記峨並びに附凶と全く一致している。

(3) prepatent period 

prepatent periodは昔通 8flて、あって， 感染波！立あ

るいは動物ゐ個体差（年令 ・体1TI)により著しく変化し

ない。 Andrews(1926）は木種D prepatent periodを

3～ 6日〈平均 5～ 6日〉と記1践したが，木実験てはか

〉るものが 1mも認められなかった。とれは氏が用いた

試験動物が既に自然感染していたためではなかろうか。

26 24 21 19 18 

34 24 22 19 17 

26 33 27 20 21 18 

32 34 

32 33.4 

Min. 最小 Av. 平均

即！；色々 な点てl去の実験刀法に不備な点のあったととが

怨像される。筆者の観察の正しいととは， ~·i:報の項にお

いてさらに以づけをしたいと思う。

以上のようなわけで木種はよ felisWenyon, 1923と

同定することができる。

総括

大阪府内の飼狛，主に 6カ）］米満の仔猫を対象として

coccdia oocyst (Isospora）の保有状況を調在し，次し

て円然例より純粋に分離した大型種につき， oocystの

形態的観察並びに sporogonyの1時間的観察を行い， さ

らに猫への感染試験を試みた。

とれら観察所見の大体は次の通りてもる。

(1) 検査総数 200頭中， oocyst陽性頭数は 27頭

(13. 5t:?o），大型種単感染は19頭（ 9.51?0），小型種単感染

；ま 3頭 （1.5%），大小両種による混合感染は 5頭（ 2.5 

Oo）であった。

(2) 小型種の oocystは大きさ長径20～27μ （平均

24.40μ), filff18～23μ （平均 20.47μ）をJ？：し， from 

indexは0.74～Q.91（平均0.84）亡 Wenyonの中型種

〈工rivoltaGrassi, 1879）に全く一致する。

(3) 大型種の ooc.:ystは大きさ長径38～49μ （平均

43.48μ），短径28～37μ c平均 32.93μ）花数え， form

indexは0.70～0.85（平均0.76）である。

( 4) sporulation timeは28.0・Cて約1411与問を要ナ

る。

(5) sporoblast並びに sporocystは oocystrの長

仙に沿って上下〈二の字型〉に配列する。

(6) sporocystの大きさは長径21～25μ（平均23.5μ)

短径18～22μ （平均19.8μ), sporozoiteは長径 14～19μ

（平均 16.5 μ），短径 5.0～ 6.0μ （平均 5.5μ），残体

（平均〉は長径17μ，短径15μ てある。

( 22 ) 
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(7) 本虫の prepatentperiodは8日， patentpe-

riodは16～20日である。

(8) 叙上（3)(4) (5) (6) (7)の諸所見から大型種

を I.f el is Wenyon, 1923と同定することができる。

(9) 本虫の成熟 oocystを健康仔猫に試食感染させ

ると，3～ 6日の潜伏期聞にて下痢症状 （水傑粘液便〉

を現わし，次いで食慾不振， 同欠乏，軽皮の発熱，消化

不良，元気沈衰，可視粘膜の賛血， 衰弱， 痩削，体ill減

少等の諸症状が所見された。

血像の変化としては赤血球の減少， 白血球の増加が見

られた。また感染の経過中，好中球の実数は著しい増減

を示さなかったが，リ ンパ球及び好酸球は増加し，少数

ながら形質細胞の出現も認められた。

00）上記諸症状の怪童並びに持続期間及び oocyst

の排i世状況（O.P.G. の消長〉は本虫の感染濃度によ

って異なり，少数試食例ては口数の経過と共に自然治癒

したが，多数試食例てはいずれも致死的感染を示した。

終 りに臨み御指導頂 いた一色於蒐四郎教授並びに望

月宏助教授，種々御教示に与った森田平治郎教授及び野

田亮二助教授，御援助下さった阿武哲学兄，亀崎孝次郎

氏， 田中宏君，山本博之君，松村一掬君に謹んで感謝の

意を俸げる．

本研究は日本寄生虫学会近畿支部第9回例会（昭和28

年12月13日）において発表した．
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Summary 

1. A survey of 200 young cats selected at 

random from Osaka Prefecture for fecal ex-

.amination during the years 1951-1952, indicated 

that twentyseven cats or 13.5 per cent of them 

were suffering from coccidiosis. The existence 

of coccidial species not infective to cats was 

often observed in feline feces. Therefore, the 

coccidial species were identified by observing the 

form and development of oocysts discharged 

by test animals which had been fed with suspected 

material. The incidence of the various species 
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found were as follows: Nineteen cats or 9.5 per 

cent of those examined were infected with I. 
felis, three or 1.5 per cent with I. rivolta and 

five or 2.5 per cent with these two species. 

2. I. felis and its various stages of sporogony 
were described. The sporulation time of this 

parasite in shallow layers of 1 per cent aqueous 

chromic acid solution at 28°C. was approximately 

fourteen hours. 

3. Observations on the artificial infection with 

I. felis in cats : 

a) When fully sporulated oocysts of工戸lis
were given to susceptible animals, symptoms of 

diarrhea occured on the fourth to seventh day 

(the incubative period, three to six days). Oocysts 

were usually found in the feces eight days after 

the infection (prepatent period) and were elimi-

nated for sixteen to twenty days (patent period). 

b) The predominant clinical symptoms were a 

watery mucous diarrhea, anorexia, slight rise in 

temperature, lack of digestion of food, depres-

sion, weakness, anemia, emaciation and loss in 

weight. 

c) The decrease of erythrocytes, and the in-

crease of leucocytes, were found about three 

days after the infection. Lymphocytes and 

eosinophils also increased, and plasma cells ap-

peared a little in periperal blood. 

d) The duration of symptoms, the severity of 

the infection, and the numbers of oocysts in 

composite samples of feces of daily elimination, 

varied directly with the numbers of oocysts 

originally inoculated. Experimental feline cocci-

diosis was a self-limiting infection in most cases, 

but heavy infestations resulted in a fatal in-

fection. 




